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府中群列観測で得られた1987年福島県沖の群発地震
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EventNo． 　0riginti皿eY／皿／D．h：m：s Latitude Longitude Depth（k皿） ua9・
1 1987／02／06，21：23：44．6 36て6’12” 141’56’06” 30 6．4
2 1987／02／06，22：16：15．3 36，7’42’’ 141．53’48” 35 6．7
3 1987／04／07，09：40：43．4 37’18’00’’ 141．52’00” 44 6．6
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図9　　見かけ速度と到来方向（図3のB区問）
Fig．9　Apparent　velocities　and　azimuths　of　approach　of　seetion　B　in　Fig．3．
A，Bを含む後続波の区問に上下動成分の卓越はないからRay1eigh波的なものは一応除外し
て考えても良いだろう．さらに注目すべきことは，A，B各区問で，少くとも5s～10sの範囲
で分散性が見られないことである．従って，全体として正分散している様に見えるため表面
波的に見えるが，2種類の異る実体波（変換波）群として見ることも可能であろう．
4．考　　　察
　3章で述べた後続波の出現位置について考察しよう．まず，図10にFCH，IWT及びTKN
の変位波形（EW成分）を示す．IWTの地表記録（GA）では，FCHで観測された程顕著ではない
が，かなりの勢力を持った後続波群が出現している．これに対して，基盤露出地点で電源に
近いTKNではこの種の後続波は出現していない．図10はNo．2地震におけるものであるが，
他の3地震についても同じである．即ち，府中群列観測で得られたやや長周期の後続波群が
関東地域における先第三系基盤一堆積層系の盆状構造により生じた可能性を示唆している．
そこで，出現位置を大ざっぱに見積ってみよう．No．2地震の発震時からTKNでのS波出現時
迄は約40sである．TKNの震源距離が185kmであるから，S波の伝播速度は約4．6km／sであ
る．これは，上部マントルを伝播したS波としてはもっともらしい値である．TKNは北関東
地域における基盤露出部の最も平野側に位置し，かつ，震源域と府中地域を結ぶほぼ線上に
位置している．したがって，ここからFCHで得られた後続波が生じたとしよう．FCHでの後
続波の出現時とTKNでのS波出現時との時問差は135sであり，かつ，2点問の距離は82kmで
あるから，伝播速度は0，6km／sとなる．一般に，関東地域の堆積層を伝播するS波の速度は
0．7～1．Okm／s程度である．0，6km／sという値はいくぶん小さいが，議論の荒さからみて許容
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範囲かも知れない．ただし，TKNの存在する筑波山地からその西側を南北に走る烏山一菅生
沼断層までは傾斜構造であり，この断層で基盤が落差1500m以上で西側に落ちているとされ
ている［石井（1962）］．この問約30kmの幅がある．従って，この地帯全体（あるいは一部）が
後続波生成に寄与したとすれば，実際にはO．6km／s以上の伝播速度となるであろう．これは，
数値解折と伴に今後解決せねばならない課題である．
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図10　観測点TKN，IWT及びFCHの変位波形の観測記象（EW成分）
Fig．10Disp1acement　waveforms　of　EW－comp㎝ent　obtained　at
　　　three　sites　of　TKN，IWT　and　FCH．
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5．おわりに
　強度地動には，S波主要動部に匹敵する後続波が出現する場合がある．基盤一堆積層系の構
造に基づいて2次的に生成される堆積層表面波である．1987年前半に発生した福島県沖の群
発地震（M」。。＝6．4～6．7）において，府中地域の群列観測は，この種の卓越波群を明瞭に記録
した．本小文では，記録された後続波の卓越周期，見掛け速度及び到来方向等の性質につい
て示した．
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